




























はじめに 

新生児医療の進歩と共に、新生児医療の地域化により新生児死亡の逓減がみられ、後障害

なき予後の可能性が大きく開けたことは、近年の大きな進歩である。 

この新生児医療の地域化は、現在まで、多くは地域の一医療機関の献身的な努力によって

いた。それはとりもなおさず、その医療機関に属する一人のあるいは数人のきわめて熱心

な新生児専門医の熱意によって支えられてきた。いい意味でいうバカか気違いといわれる

程の人の存在なしには地域化はなしえなかった。きわめて日本的といわざるをえない。日

本という地域特性の一条件であったと言える。 

これが地域の新生児、乳児死亡率の減少というだれの目にも明らかな良い結果を生み、さ

らに新生児医療のあるべき姿が求められることとなった。ここに新生児医療情報システム

化の方向が思考されたと言える。 

しかし、日本という地域特性が指摘されると同様に日本各地域でのこのシステム化にもそ

れぞれ地域特性が存在する。行政の関与の度合によるタテ系列の特性、人的、物的医療資

源の面からのヨコ系列の特性、それらを統合してシステム化を実現するための諸条件はシ

ステムの属する地域によってすべて異なる。しかし、条件整備のレベルの差はあるものの

どの地域においても共通した条件、問題点は存在すると考えられる。さまぎまな地域での

システム化の模索を通じて、共通の目的に達しうる条件を導きだし新生児医療向上の一助

としたい。 


